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2020 年１月 25 日  文責：山田清彦 

むつ学習会用 レジュメ 

    

１．はじめに 

現在むつ市長が、むつ市をあげて、核燃料税を独自に頂きたいということで、色々動いている

わけであります。 

新聞報道などによりますと、スキー場の整備とか、むつ病院の整備とか、色々お金が掛かるの

に財政がひっ迫している状況の中で、使用済燃料を最長 50 年間置くわけですから、核燃料税を

50 年間は頂き、安定した財源としたいということで、財政的な展望を示しているというのが実

態です。（新聞記事 ２枚 ｐ２．３） 

 

２．核燃料税 ｐ４ 

 

３．原子力関連の歳入と歳出 平成２１年度 青森県政 ｐ５ 

まだ途中段階で、今調べている段階なので、全てのことが把握できてるわけでありませんけど

も、１９８５年に核燃サイクル施設の受け入れを決めたんだから、まあ１９８３年くらいから調

べていけば、ある程度分かるのではないかなというので、今やっています。 

 

４．令和２年１月８日 使用済核燃料税経年累進課税化の協議中間報告と再稼働問題との関連

について 

12 月下旬に青森県むつ市の宮下市長と意見交換を行いました。基本的に柏崎市の使用済核燃

料は、むつ市の一時保管施設に移ることになります。 

しかし、宮下市長は、本当に国は、東京電力は、核燃料サイクルを進めるつもりがあるのだろ

うかという非常に強い懸念を持っていました。これは本人の言葉からではなく私の判断です。実

は今日このことを記者の皆さんの前で発表させていただくことについて、宮下市長と電話でやり

取りをさせていただき了解をいただいたところです。むつ市も柏崎市も、使用済核燃料を含めて

核燃料サイクルを進めるという強い姿勢が国や東京電力になかったとするならば、「私たちは一

体何をしているのだろうか」という思いを、むつ市とも共有をしているところです。 

 

５．使用済燃料の貯蔵状況 ｐ６ 

 

６．六ヶ所再処理工場への使用済燃料搬入状況 ｐ７，８ 

 

７．結論 
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六ヶ所再処理工場への使用済燃料搬入状況 

校正試験用使用済み核燃料搬入状況 

回数 発  生  元 搬入日 炉型 燃料体 重量 

第１回 東京電力福島第２原発 98･10･02 BWR 44 体 約 8 トン 

第２回 四国電力伊方原発第１号機 99･09･03 PWR 28 体 約 11 トン 

第３回 九州電力川内原発第１号機 99･10･22 PWR 28 体 約 13 トン 

計    100 体 約 32 トン 

 

使用済み核燃料搬入状況            搬入期間  ９８・１０・０２～１９・１１末 

回数 ＢＷＲ発生元 体数 トン数 

 ７回 東北電力女川原発 ６３４ 約  １０８  

２回 東京電力福島第１原発 １９２ 約     ３２ 

２７回 東京電力福島第２原発 ５,１１４ 約   ８８９ 

６回 東京電力柏崎刈羽原発 １,０２６ 約   １７７ 

３回 日本原電東海第２原発 ２５６ 約     ４４ 

５回 日本原子力発電敦賀原発 ３２０ 約     ５５ 

３回 北陸電力志賀原発 １３０ 約     ２３ 

１０回 中部電力浜岡原発 １,４３３ 約   ２５０ 

６回 中国電力島根原発 ７２０ 約   １２５ 

 計 ＢＷＲ ９,８２９ 約１,７０３ 

回数 ＰＷＲ発生元 体数 トン数 

８回 北海道電力泊原発１号機 ２８０ 約   １１２ 

１２回 関西電力美浜原発 ４５６ 約   １７５ 

１７回 関西電力高浜原発 ８８２ 約   ３９８ 

１４回 関西電力大飯原発 ５６０ 約   ２５３ 

５回 日本原子力発電敦賀原発 ２５２ 約   １４５ 

９回 四国電力伊方原発第１号機 ４３４ 約   １７５ 

１５回 九州電力玄海原発 ８８２ 約   ３７１ 

５回 九州電力川内原発第１号機 １９６ 約     ９０ 

計 ＰＷＲ ３,９４２ 約１,６８９ 

合計  １３，７７１ 約３，３９３ 

内訳 
ＢＷＲ ９,８２９ 約１,７０３ 

ＰＷＲ ３,９４２ 約１,６８９ 

                ７ 
  

 



使用済核燃料の受け入れ量、再処理量、製品、廃棄物の生産量（2019．１１月末） 

 受入れ量 再処理量 在庫量 

 体数 ウラン量 体数 ウラン量 体数 ウラン量 

ＢＷＲ燃料 9,829 約 1,703 1,246 約 219 8,583 約 1,484 

ＰＷＲ燃料 3,942 約 1,690   456 約 206 3,486 約 1,484 

合計 13,771 約 3,393 1,702 約 425 12,069 約 2,968 

累計 

生産量 

ウラン製品 プルトニウム製品 

約３６６トンＵ 約６,６５８ｋｇ 

ＢＷＲ  （約８トン）約１，７０３トン －約２１９トン ＝約１，４８４トン 

ＰＷＲ （約２４トン）約１，６８９トン －約２０６トン ＝約１，４８３トン 

  計        約３，３９２トン －約４２５トン ＝約２．９６７トン 

 

２０１９年９月段階で、 

東京電力ＨＤ  柏崎刈羽 約２，３７０トン＋１取替約２３０×７回＝３，９８０トン 

日本原子力発電 敦賀     約６３０トン＋１取替 約３０×11 回＝  ９９０トン 

東海第二   約３７０トン  １取替 約３０ 

余剰プルトニウム問題 

 昨年７月末、原子力委員会は約４７トンの余剰プルトニウム（英国約２１トン、仏国約

１５トン、日本約９トン）を日本が保有していることを認めた上で、プルサーマルの利用

で減った分の再処理を認めることにした。 

 英国にある約２１トンのプルトニウムについては、英国内でのプルサーマル燃料の加工

は困難で、英国に廃棄措置をお願いするしかない。そうなると、英国に貯蔵している分が

減るので、六ヶ所再処理工場でフル操業したい期待が高まるだろう。年間８００トン再処

理して、約８トンのプルトニウムを製造する試験操業に漕ぎ着けたいと求めるだろう。 

だが、各原発でのプルサーマルでの利用が期待できなければ、再処理工場を動かすメリ

ットがなくなる。もっとも、その前に数多くの事故・トラブルが起きる可能性があり、六

ヶ所再処理工場が安全に運転できるとは思えない。 

そうなると、各地で使用済燃料を中間貯蔵しても、運び出す先の六ヶ所再処理工場がト

ラブルだらけになり、各地で使用済燃料を持ち出せと自治体が求めることになるだろう。

その時に、むつリサイクル貯蔵施設に貯蔵された燃料は、５０年後に再処理される保証が

あるのだろうか。事故続きの東海再処理工場を見れば、結論は明らかだ。 

                ８ 


